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（２）

　
町
大
輪
地
内
の
明
和
第
三
工
業
団
地
に

凸
版
印
刷
株
式
会
社
（
金
子
眞
吾
代
表
取

締
役
社
長
）
の
進
出
が
決
ま
り
、
３
月
２

日
、
進
出
協
定
締
結
式
が
群
馬
県
庁
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
第
１
期
造
成
工
事
分
（
　
佐
）

１０

及
び
第
２
期
造
成
工
事
分
（
約
　
佐
）
を
、

５．４

あ
わ
せ
て
買
い
受
け
す
る
も
の
で
す
。

　
締
結
式
に
は
、
同
社
の
大
久
保
常
務
取

締
役
を
は
じ
め
、
篠
﨑
県
企
業
管
理
者
、

恩
田
町
長
ら
が
出
席
。
協
定
書
に
そ
れ
ぞ

れ
署
名
し
ま
し
た
。

　
大
久
保
常
務
取
締
役
は
「
明
和
第
三
工

業
団
地
は
一
定
規
模
の
面
積
も
あ
り
、
形

状
も
良
好
。
交
通
の
便
も
良
く
、
自
然
災

害
も
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
進
出
を
決
め

ま
し
た
。
新
工
場
は
ハ
イ
バ
リ
ア
包
材
を

中
心
と
し
た
基
幹
施
設
と
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
を
抑
え
た
高
効
率
な
生
産
設
備

を
導
入
す
る
な
ど
環
境
負
荷
の
低
減
を
促

進
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
強
化
し
な
が
ら
地
域

に
も
貢
献
し
た
い
」
と
今
後
の
展
望
を
述

べ
、
恩
田
町
長
は
「
待
望
の
製
造
業
の
誘

致
で
あ
り
、
雇
用
、
財
政
の
み
な
ら
ず
地

域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
、
町
民
に
と
っ

て
も
、
町
に
と
っ
て
も
大
変
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
。
御
社
の
ネ
ー
ム
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
に
負

け
な
い
よ
う
、
諸
般
の
課
題
に
取
り
組
み
、

日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
明
和
第
三
工
業
団
地
（
　
佐
・
㈱
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ

15 4

東
側
）
に
凸
版
印
刷
株
式
会
社
（
通
称
ト
ッ
パ
ン
・
東
証
１
部
上
場
）

が
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
待
望
の
製
造
業
の
誘
致
で
あ
り
、
雇
用
、
財
政
面
の
み
な
ら

ず
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
、
本
町
に
と
っ
て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

明明
和和
にに
世世
界界
のの
““
ト
ッ
パ

ト
ッ
パ
ンン
””
進進
出出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
活
性
化
に
大
い
に
期
待

      協定書に署名後握手を交わす、左から篠﨑県企業管理者、大久保常務取締役、恩田町長

（２）

.



（３）広報めいわ　平成２４年３月１０日

平
成
　
年
３
月
　
議
会
、
区
長
会
、
農

１９
業
委
員
に
大
規
模
土
地
開
発
に
関

す
る
事
前
説
明

平
成
　
年
４
月
　
地
権
者
意
向
調
査

１９
実
施

平
成
　
年
７
月
　
地
権
者
役
員
会
の

１９
発
足

平
成
　
年
　
月
　
明
和
町
長
、
工
業
団

１９

１０

地
整
備
事
業
の
可
能
性
を
県
企
業

局
と
協
議

平
成
　
年
　
月
　
明
和
第
三
工
業
団

１９

１１

地
予
定
地
を
新
規
工
業
団
地
造
成

候
補
地
に
申
請

平
成
　
年
３
月
　
新
規
工
業
団
地
採

２０
択
に
伴
う
検
収

平
成
　
年
４
月
　
議
会
、
区
長
会
、
農

２０
業
委
員
に
工
業
団
地
開
発
の
経
過

説
明

平
成
　
年
６
月
　
大
規
模
土
地
開
発

２０
推
進
対
策
委
員
会
発
足

平
成
　
年
８
月
　
　
明
和
第
三
工
業

２０

（仮）

団
地
造
成
事
業
に
係
る
確
認
書
締

結
平
成
　
年
　
月
　
全
地
権
者
の
同
意

２０

１０

書
が
集
ま
る

平
成
　
年
２
月
　
契
約
調
印
式
　
契

２１
約
調
印
１
０
６
件

平
成
　
年
２
月
　
全
地
権
者
と
の
契
約

２１
完
了

平
成
　
年
　
月
　
県
企
業
局
と
の
公

２１

１２

共
物
譲
与
契
約
書
締
結

平
成
　
年
２
月
　
第
１
期
造
成
工
事

２２
開
始

平
成
　
年
３
月
　
町
企
業
誘
致
条
例

２３
の
一
部
改
正
（
優
遇
措
置
の
拡
充
）

平
成
　
年
３
月
　
東
日
本
大
震
災
発

２３
生

平
成
　
年
７
月
　
東
日
本
大
震
災
か

２３
ら
の
復
興
方
針
発
表
（
国
の
３
次
補

正
に
よ
る
予
算
措
置
）

平
成
　
年
９
月
　
第
１
期
造
成
工
事

２３
完
了

平
成
　
年
２
月
　
明
和
町
長
・
群
馬
県

２４
企
業
管
理
者
が
上
京
、
ト
ッ
パ
ン
副

社
長
と
面
談

平
成
　
年
３
月
　
進
出
協
定
締
結

２４

平
成
　
年
　
月
   ト
ッ
パ
ン
新
工
場
    

２４

１０

 工
事
着
工
予
定

平
成
　
年
１
月
　
第
二
期
造
成
工
事

２５
完
了
予
定

平
成
　
年
３
月
　
本
契
約
締
結
及
び

２５
引
き
渡
し
予
定

平
成
　
年
３
月
　
ト
ッ
パ
ン
新
工
場
   

２６
 完
成
予
定

茨
事
業
拡
大
を
最
大
目
的
に
、
最
先
端
の

生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
ハ
イ
バ

　
リ
ア
包
材
を
中
心
と
し
た
世
界
№
１
の

基
幹
施
設
と
す
る
。

芋
新
工
場
の
生
産
力
増
強
と
基
幹
化
を
実

現
し
、
国
内
外
の
生
産
拠
点
の
分
散

化
・
複
合
化
供
給
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
を
進
め
、
包
装
材
の
安
定
供
給
を
実

現
。

鰯
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を
抑
え
た
高
効
率
な

生
産
設
備
の
導
入
。
環
境
負
荷
の
低
減

　
を
促
進
。

允
見
学
コ
ー
ス
も
設
置
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

　
を
強
化
。

ト
ッ
パ
ン
は
「
変
革
と
挑
戦
」
を
続
け
、　

　
　
　
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
く
ら
し
に
貢
献

企
業
名
　
凸
版
印
刷
株
式
会
社

本
社
所
在
地
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
和

泉
町
１
番
地

代
表
取
締
役
社
長
　
金
子
眞
吾

資
本
金
　
１
０
４
、
９
８
６
百
万
円

受
賞
履
歴

毅
平
成
　
年
１
月
　
国
内
企
業
C
S
R
活

１９

動
ラ
ン
キ
ン
グ
　
第
1
位
（
日
本
財
団

公
益
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
　C

A
N
P

A
N
C
S
R

プ
ラ
ス
）

毅
平
成
　
年
２
月
　
世
間
に
自
慢
で
き
る

１９

企
業
ベ
ス
ト
１
０
０
　
第
１
位
（
読
売

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
）

毅
平
成
　
年
６
月
　
第
5
回
「
誠
実
な
企

１９

業
賞
」　「
事
業
法
人
部
門
賞
」（
産
経
新

聞
社
）

毅
平
成
　
年
　
月
　
平
成
　
年
度
グ
ッ
ド

１９

１０

１９

デ
ザ
イ
ン
賞
（
苛
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン

振
興
会
）

毅
平
成
　
年
２
月
　
企
業
の
社
会
的
責
任

２０

世
界
３
５
０
社
ラ
ン
キ
ン
グ
　
第
　
位
１０

（N
E
W
S
W
E
E
K

日
本
版
）

毅
平
成
　
年
１
月
　
「
お
す
す
め
の
企
業

２１

博
物
館
」
第
２
位
（
日
経
プ
ラ
ス
ワ
ン
）

毅
平
成
　
年
１
月
　
世
界
で
最
も
持
続
可

２１

能
な
１
０
０
社
 、
３
年
連
続
選
出

（C
o
rp
o
ra
teK
n
ig
h
ts
In
c

主
催
）

毅
平
成
　
年
３
月
　
第
　
回
ネ
ー
ミ
ン
グ

２１

１９

大
賞
第
４
位
（
日
刊
工
業
新
聞
社
）

毅
平
成
　
年
９
月
　「
働
き
や
す
い
会
社

２１

調
査
」
ラ
ン
キ
ン
グ
第
２
位
（
日
経
産

業
新
聞
）
　

毅
平
成
　
年
　
月
　
第
３
回
も
の
づ
く
り

２１

１２

日
本
大
賞
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」（
経
済

産
業
省
外
）
 

毅
平
成
　
年
　
月
　E

x
cellen

ce
in
H
o
l

２２

１２

o
g
ra
p
h
y
A
w
a
rd
s

 ２
０
１
０
最
優
秀

賞
（In

tern
a
tio
n
a
l
H
o
lo
g
ra
m
M
a

n
u
fa
ctu
rers

A
sso
cia
tio
n
(IH
M
A
)

）

会
社
概
要

今
ま
で
の
経
過
及
び
今
後
の
予
定

新
群
馬
工
場
の
概
要

２月、トッパン髙宮城副社長に挨拶



（４）

自
転
車
マ
ナ
ー
の
現
状

広
報
取
材
者
（
以
下
「
N
P
O
」）

　
自
転
車
は
、
排
気
ガ
ス
や
騒
音

を
出
す
こ
と
な
く
環
境
に
優
し
い

身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
大
変
便

利
な
乗
り
物
で
す
。
そ
の
一
方
ひ

と
た
び
乗
り
方
を
誤
り
ま
す
と
大

変
危
険
な
乗
り
物
に
変
わ
る
こ
と

も
あ
り
、
自
転
車
の
交
通
対
策
が

今
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
自
転
車
が
歩
行
者
と
衝

突
し
、
歩
行
者
が
重
傷
を
負
っ
た

り
死
亡
し
て
し
ま
う
等
の
重
大
事

故
も
発
生
し
て
い
る
と
き
い
て
い

ま
す
。
明
和
町
に
お
け
る
自
転
車

マ
ナ
ー
の
現
状
は
ど
う
で
す
か
？

中
原
駐
在
所
長
（
以
下「
所
長
」
）

　
中
学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率

の
高
さ
な
ど
、
他
の
市
町
村
に
比

べ
い
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、

や
は
り
中
高
生
中
心
に
、
自
転
車

の
並
進
運
転
や
一
時
不
停
止
等
が

多
く
み
ら
れ
、
な
か
に
は
携
帯
電

話
を
し
な
が
ら
の
運
転
や
メ
ー
ル

を
打
ち
な
が
ら
運
転
す
る
高
校
生

も
い
て
、
非
常
に
危
な
い
の
で
や

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
高
齢
者
に
お
い
て
は
、

身
体
的
な
衰
え
か
ら
か
、
周
囲
に

注
意
が
い
か
な
い
運
転
が
多
い
で

す
。

N
P
O
　
本
来
、
自
転
車
は
自
動

車
の
仲
間
の
「
軽
車
両
」
が
原
則

か
と
思
い
ま
す
。
ル
ー
ル
違
反
と

思
わ
れ
る
走
行
が
多
く
見
ら
れ
、

自
転
車
本
来
の
走
行
ル
ー
ル
を
改

め
て
確
認
し
た
い
と
思
う
の
で
す

が
、
明
和
町
に
お
け
る
並
進
運
転

な
ど
と
い
っ
た
道
路
交
通
違
反
と

も
思
え
る
行
為
に
対
す
る
取
り
締

ま
り
は
ど
う
で
す
か
？

所
長
　
道
路
交
通
法
違
反
に
適
用

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
行
為
に
つ
い

て
は
、
警
告
書
を
出
し
て
、
注
意

を
勧
告
し
ま
す
。
 
　
　

 急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるる自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故急増する自転車事故！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ 
 自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自 転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転 車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車 ママママママママママママママママママママ ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー をををををををををををををををををををを 考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考自転車マナーを考 えええええええええええええええええええええ るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

　　 　

　　 　 　 並 進 運 転 や 一 時 停 止 等 、 自 転 車 の 運 転 マ ナ ー が

　　 　 問 題 に な っ て お り 、 自 転 車 事 故 も 増 え て い ま す 。

　　 　 　 中 原 明 和 駐 在 所 長 に お 話 を き き 、 自 転 車 の マ ナ ー

　　 　 に つ い て 特 集 し ま す 。

　　　　　　道路交通法違反の警告書



（５）広報めいわ　平成２４年３月１０日

N
P
O
　
警
視
庁
の
統
計
に
よ
る

と
、
自
転
車
が
関
係
す
る
交
通
事

故
は
急
増
し
て
い
て
、
対
歩
行
者

の
交
通
事
故
は
　
年
前
の
５
倍
近

１０

く
に
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

自
転
車
に
よ
る
事
故
が
急
増
し
て

い
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
自

転
車
事
故
に
対
す
る
危
機
意
識
の

薄
さ
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
携

帯
電
話
を
見
な
が
ら
」
あ
る
い
は

「
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
き
な

が
ら
」
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人

を
非
常
に
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
そ
の
顕
著
な
例
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
歩
き
な
が
ら
で

も
危
な
い
行
為
で
す
か
ら
、
自
転

車
に
乗
っ
て
い
て
は
、
危
険
度
は

と
て
も
高
く
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
明
和
町
の
近
隣
に
お
い
て
も
自

転
車
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
か
？

所
長
　
昨
年
６
月
に
発
生

し
た
事
故
は
、
一
時
停
止
標

識
が
あ
る
見
通
し
の
悪
い

交
差
点
で
、
車
と
自
転
車
と

の
衝
突
で
、
自
転
車
の
か
た

が
亡
く
な
ら
れ
た
事
故
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
　
月
１２

に
は
、
国
道
を
横
断
中
の
自

転
車
が
車
に
は
ね
ら
れ
た

事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。

一
時
不
停
止
が
多
い
場
所

N
P
O
　
重
大
な
事
故
に
も
繋
が

る
一
時
不
停
止
が
多
い
箇
所
は
ど

こ
で
す
か
？

所
長
　
特
に
多
い
の
が
、
踏
み
切

り
や
館
林
商
工
高
校
近
く
の
神
社

付
近
の
一
時
停
止
箇
所
で
す
。
警

察
と
し
て
も
、
一
時
不
停
止
が
多

い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
取
り
締
り

を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

自
転
車
の
改
造
に
つ
い
て

N
P
O
　
都
心
で
多
い
と
言
わ
れ

て
い
る
、
ブ
レ
ー
キ
の
付
い
て
い

な
い
通
称
「
ピ
ス
ト
バ
イ
ク
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
な
自
転
車
の
改
造
に

つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

所
長
　
ブ
レ
ー
キ
等
整
備
不
良
車

両
運
転
に
つ
い
て
は
、
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
ラ
イ
ト
に
つ
い
て

は
自
動
で
点
く
自
転
車
の
普
及
で
、

無
灯
火
の
件
数
も
減
り
ま
し
た
。

傘
さ
し
運
転
に
つ
い
て

　N
P
O
　
雨
の
日
に
傘
を
さ
し
て

運
転
さ
れ
て
い
る
か
た
を
よ
く
見

か
け
ま
す
。
強
風
や
大
雨
等
で
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
た
り
、
視
野
を
妨

げ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
、
大
変

危
険
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
。

所
長
　
傘
さ
し
運
転
も
非
常
に
危

い
で
す
の
で
、
や
め
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
高
校
生
や
主
婦
の
か

た
が
多
い
の
で
す
が
、
さ
し
た
傘

を
通
行
人
に
ひ
っ
か
け
て
し
ま
い
、

事
故
が
発
生
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

N
P
O
　
自
転
車
の

運
転
が
被
害
者
で
は

な
く
、
加
害
者
に
な

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
ん

で
す
ね
。

所
長
　
車
の
場
合
と

違
い
、
自
転
車
同
士

や
自
転
車
と
歩
行
者

間
に
お
け
る
重
傷
事

故
や
死
亡
事
故
等
が

発
生
し
た
場
合
、
自

転
車
に
は
自
動
車
の
よ
う
な
自
賠

責
保
険
の
強
制
と
い
っ
た
制
度
も

な
く
、
任
意
の
保
険
等
の
加
入
率

も
低
く
、
補
償
問
題
等
に
お
い
て

被
害
者
、
加
害
者
双
方
が
大
変
な

思
い
を
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
、
大
き
な
賠
償

を
請
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

N
P
O
　
自
転
車
の
マ
ナ
ー
を
守

る
こ
と
は
自
分
を
守
る
こ
と
に
繋

が
る
ん
で
す
ね
。
正
し
い
ル
ー
ル

を
知
り
、
安
全
に
自
転
車
を
運
転

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
撮
影
は
、
館
林
商
工
の
生
徒
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　　　　携帯電話を見ながらの運転

　　　　　　　危険な二人乗り運転

　　　　　　中原駐在所長
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限
度
額
適
用
認
定
証
等
が
４
月
か
ら
外
来
で
も
使
え
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
、高
額
な
外
来
診
療

受
診
時
に
、限
度
額
適
用
認
定
証
等
や

被
保
険
者
証
等
を
医
療
機
関
等
の
窓
口

に
提
示
す
れ
ば
、入
院
時
と
同
様
に
、ひ

と
月
の
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の
支
払

い
が
一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
等
は
、ご
加
入

の
医
療
保
険
者（
国
民
健
康
保
険
、社
会

保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
な
ど
）に
事
前

申
請
し
、交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象
者
　
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

が
な
い
世
帯
の
　
歳
未
満
の
か
た
で
、

７０

毎
月
同
じ
医
療
機
関
等
に
高
額
な
医
療

費
を
支
払
っ
て
い
る
か
た

※
　
歳
以
上
の
住
民
税
課
税
世
帯
の
か

７０
た
は
、高
齢
受
給
者
証
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
提
示
で
自
己

負
担
限
度
額
が
わ
か
り
ま
す
の
で
、限

度
額
適
用
認
定
証
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
　
歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

７０
か
た
は
、自
己
負
担
限
度
額
が
更
に
低

く
な
り
ま
す
の
で
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

□
申
請
・
問
合
せ
先
　
ご
加
入
の
医
療

保
険
者（
被
保
険
者
証
お
も
て
面
の
下

段
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

　
健
康
づ
く
り
課
　
       　
内
線
１
２
５

医
療
費
が
高
額
な
か
た
へ

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
       内
線
１
２
２

各
種
健
康
診
断
に
関
す
る
お
知
ら
せ

算
肺
が
ん
検
診
 喀
痰
 容
器
の
配
付
と
大

か
く
た
ん

腸
が
ん
検
診
検
査
セ
ッ
ト
の
販
売

　
５
月
か
ら
始
ま
る
成
人
対
象
の
各
種

健
康
診
断
に
向
け
、３
月
か
ら
健
康
づ

く
り
課
に
て
肺
が
ん
検
診
喀
痰
容
器

（
無
料
）の
配
付
お
よ
び
大
腸
が
ん
検
診

検
査
セ
ッ
ト（
５
０
０
円
・
検
査
料
金

込
）の
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、４
月
末
発
送
の
個
人
通
知
・

平
成
　
年
度
保
健
事
業
予
定
表
で
ご
確

２４

認
く
だ
さ
い
。

算
受
診
票
の
発
行
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
　
年
度
か
ら
受
診
票
の
発
行
方
法
が

２４
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。役
場
に

お
越
し
の
際
は
、受
診
票
を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
健
康
づ
く
り
課
に
お
寄
り
く

だ
さ
い
。

受
診
票
の
発
行
方
法

①
次
の
検
診
は
、事
前
に
受
診
票
を
送

付
し
ま
す
の
で
、記
入
し
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
【
国
保
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健

診
・
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
・
結
核
レ

ン
ト
ゲ
ン
・
Ｂ
Ｃ
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

（
　
～
　
歳
の
５
歳
刻
み
未
済
者
）】

４０

７０

②
次
の
検
診
は
、受
診
票
は
送
付
せ
ず

受
診
シ
ー
ル
の
み
の
発
行
に
変
わ
り

ま
し
た
の
で
、会
場
で
記
入
し
て
い

た
だ
く
か
、前
も
っ
て
受
診
票
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
【
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
・
各
種
が
ん

検
診
・
歯
周
疾
患
検
診
・
骨
密
度
検
診
】

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
率
が
決
定
し
ま
し
た

　
平
成
　
・
　

年
度
の
後
期
高
齢
者

２４

２５

医
療
保
険
料
率
等
は
左
表
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
（
平
成
　
年
度
の
軽
減

２４

割
合
や
条
件
は
、
平
成
　
年
度
と
同

２３

じ
で
す
）。

旧

（H２０～２３年度）

新

（H２４・２５年度）
区分

7.36%8.48% 所得割率  

39,600円42,700円 均等割額 

50万円55万円 限度額

【後期高齢者医療保険料率表】

　
子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
受
給

資
格
は
、
０
歳
か
ら
中
学
校
卒

業
年
の
３
月
　
日
ま
で
と
な
っ

３１

て
い
ま
す
が
、
途
中
に
更
新
が

あ
り
ま
す
。

【
小
学
校
入
学
時
の
更
新
】

　
今
年
小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
の
福
祉
医
療
費
受
給
資
格

者
証
の
有
効
期
限
は
、
本
年
３

月
　
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

３１
が
、
今
回
の
更
新
で
中
学
校
卒

業
年
の
３
月
　
日
ま
で
延
長
し

３１

ま
す
。

【
中
学
校
卒
業
時
の
返
還
】

　
こ
の
春
、
中
学
校
を
卒
業
す

る
子
ど
も
は
３
月
　
日
で
期
間

３１

終
了
と
な
り
ま
す
。
４
月
以
降

に
受
給
資
格
者
証
を
返
還
し
て

く
だ
さ
い
。

【
母
子
家
庭
等
の
返
還
・
更
新
】

　
母
子
家
庭
等
の
子
ど
も
は
　１８

歳
に
達
し
た
場
合
、
受
給
資
格

は
３
月
　
日
で
終
了
し
ま
す
。

３１

　
下
の
子
が
い
る
か
た
は
更
新

し
、
い
な
い
か
た
は
返
還
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課

（
内
線
１
２
５
）へ

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証

　
更
新
・
返
還
の
ご
案
内
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税
務
課
　
　
　
　
 　
      内
線
１
１
３

　
平
成
　
年
度
の
固
定
資
産
税
の
価

２４

格
を
登
録
し
た
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
縦
覧
と
閲
覧
を
、
税
務
課
で
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
期
日
　
４
月
２
日
　
～
６
月
１
日

（月）

　
（
た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
日
、
祝

（金）日
は
除
き
ま
す
）

◆
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

３０

時
　
分
（
月
曜
日
は
午
後
７
時
　
分
）

１５

１５

◆
縦
覧
と
閲
覧
で
き
る
か
た

・
本
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
（
同

居
の
親
族
も
縦
覧
と
閲
覧
で
き
ま
す
）

・
納
税
者
の
委
任
を
受
け
た
か
た
（
た

だ
し
、
委
任
状
が
必
要
で
す
）

・
納
税
管
理
人

◆
手
数
料
　
期
間
中
無
料

◆
持
参
す
る
も
の

・
 納
税
者
を
確
認
で
き
る
も
の
（
納
税

通
知
書
や
運
転
免
許
証
等
）

・
納
税
者
か
ら
の
委
任
を
受
け
た
か
た

は
、
そ
の
委
任
状

・
縦
覧
と
閲
覧
す
る
か
た
の
印
鑑

〔
借
地
人
、
借
家
人
の
閲
覧
に
つ
い
て
〕

◆
持
参
す
る
も
の

・
賃
貸
借
契
約
書
、
地
上
権
、
そ
の
他

の
権
利
の
成
立
と
有
効
性
を
証
す

る
契
約
書
ま
た
は
契
約
に
基
づ
く

賃
借
料
を
支
払
っ
た
領
収
書
も
し

く
は
証
明
書
等

・
閲
覧
す
る
か
た
の
印
鑑

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ

固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧
と
閲
覧
を
行
い
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
実
施
中
」

日
　
時
　
３
月
　
日
　

２３

（金）

       午
前
　
時
～
正
午

１０

       午
後
１
時
～
午
後
３
時

場
　
所
　
役
場
１
階
町
民
プ
ラ
ザ

※
献
血
バ
ス
に
よ
る
採
血
で
す
。

 安
全
な
血
液
製
剤
を
安
定
供
給
す

る
た
め
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
内
線

１
４
４
）へ

農
業
者
戸
別
所
得

補
償
制
度
説
明
会

　
平
成
　
年
度
も
農
業
者
戸
別
所

２４

得
補
償
制
度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

農
業
に
従
事
し
て
い
る
か
た
を
対

象
に
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

日
　
時
　
３
月
　
日
　
　

１９

（月）

　
午
後
１
時

場
　
所
   役
場
３
階
第
１
会
議

※
詳
し
く
は
、経
済
建
設
課（
内
線

１
５
２
）へ

　
２
月
２
日
、災
害
時
に
お
け
る
飲
料

水
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、館
林
市

ほ
か
邑
楽
郡
内
５
町
と
館
林
市
内
に
営

業
所
を
有
す
る
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
と
の

合
同
調
印
式
が
館
林
市
役
所
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
で
は
、飲
料
水
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
株
式

会
社
、株
式
会
社
伊
藤
園
の
２
社
と
協

定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、何
時
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
、地
震
・
噴
火
・
台
風
等
の
災

害
発
生
時
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
等

の
飲
料
水
を
指
定
さ
れ
た
場
所
に
搬
入

し
て
も
ら
う
等
、被
災
時
に
お
い
て
必

要
と
な
る
飲
料
水
を
確
保
を
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、今
後
も
災
害
時
に
協
力
が

得
ら
れ
る
民
間
企
業
等
と
の
防
災
協
定

を
締
結
し
、何
時
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
に
備
え
て
い
く
予
定
で
す
。

民
間
企
業
等
と
の
防
災
協
定
を
締
結

　
総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
４
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下
水
道
の
供
用
開
始
区
域

　
　
　
　
　
　
　（
田
島
・
矢
島
・
大
佐
貫
の
一
部
）を
拡
大

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
    内
線
１
７
４

　
町
で
は
、
４
月
１
日
に
下
水
道
の
供

用
開
始
区
域
の
拡
大
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
新
た
に
下
水
道
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
区
域
は
、
田
島
・
矢

島
・
大
佐
貫
地
区
の
一
部
（
約
　
　
）

１０
ｈａ

で
す
。

　
ま
た
、
供
用
開
始
予
定
区
域
の
関
係

図
面
を
、
環
境
水
道
課
で
３
月
　
日
　

１８

（日）

か
ら
　
日
　
ま
で
縦
覧
に
供
し
ま
す
の

３１

（土）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

算
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

　
供
用
開
始
に
な
っ
た
地
域
の
か
た
は
、

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
場
合
は
３
年
以

内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浄
化
槽

を
使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭
で
も
、
浄
化

槽
を
や
め
て
公
共
下
水
道
に
直
結
し
た

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

算
下
水
道
の
支
援
制
度

　
町
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
を
推
進

す
る
た
め
に
各
種
支
援
制
度
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
一
括
納
付
報
償
金
】

　
受
益
者
負
担
金
が
賦
課
さ
れ
て
最
初

の
納
期
（
７
月
末
日
）
ま
で
に
一
括
で

納
付
し
た
場
合
、
報
償
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

◇
報
償
金
額
　
１
万
円

※
そ
の
年
の
該
当
者
あ
て
に
提
出
期
限
を

記
載
し
た
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

環
境
水
道
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
早
期
接
続
特
別
奨
励
金
】

　
期
限
内
に
申
請
し
、
１
年
以
内
に
工

事
を
完
了
す
る
か
た
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

□
奨
励
金
額
　
５
万
円

□
申
込
方
法
　
交
付
申
請
書
を
５
月
　３１

日
　
ま
で
に
指
定
工
事
店
を
経
由
し

（木）

て
環
境
水
道
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
込
期
限
を
過
ぎ
る
と

奨
励
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
一
括
納
付
報
償
金
と
早
期
接
続
特
別
奨

励
金
は
、
受
益
者
負
担
金
の
納
付
額
を
減

額
す
る
こ
と
に
よ
り
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
浄
化
槽
廃
止
補
助
金
】

　
既
設
の
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
下
水
道

に
接
続
す
る
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

□
補
助
金
額
　
３
万
円
　

　
排
水
設
備
工
事
を
依
頼
し
た
指
定
工
事

店
を
経
由
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
】

　
排
水
設
備
工
事
に
要
す
る
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給
の
制
度
で
す
。

□
融
資
限
度
額

煙
既
設
の
汲
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所

に
改
造
し
て
接
続
す
る
た
め
の
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

煙
既
設
の
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
接
続
す

る
た
め
の
工
事
　
　
　
　
　
　
万
円

５０

□
利
子
補
給
額

煙
当
該
融
資
に
係
る
利
子
の
２
分
の
１

の
額
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
「
ご
み
収
集
指

２３

定
袋
引
換
券
」
を
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
と
交
換
し
ま
す
。

期
間
　
３
月
　
日
　
～
　
日
　

２４

（土）

２７

（火）

時
間
   午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分
（
　
日
　
は
、
午
前

１５

２６

（月）

８
時
　
分
～
午
後
７
時
　
分
）

３０

１５

場
所
   役
場
庁
舎
西
側
車
庫

◎
平
成
　
年
度
「
ご
み
収
集
指
定

２４

袋
引
換
券
」
は
、
３
月
下
旬
に
郵

送
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、環
境
水
道
課（
内

線
１
７
２
）
へ

ご
み
袋
引
換
券
を

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

と
交
換
し
ま
す



（９）広報めいわ　平成２４年３月１０日

　
乾
燥
し
た
日
が
続
き
町
内
で
も
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
の
原
因
の
一
つ
に
子
ど
も
の
火

遊
び
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
特
に
、
旧
式
の
い
た
ず
ら
防
止
機
能

の
無
い
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
等
は
、子

ど
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
き
、

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、い
た
ず
ら
防
止
機
能
の
無
い

ラ
イ
タ
ー
や
不
要
な
ラ
イ
タ
ー
は
、ガ

ス
抜
き
を
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、ラ
イ
タ
ー
は
、も
っ
た
い
な
い

館
・
も
っ
た
い
な
い
東
館
、ま
た
は
各
地

区
資
源
ご
み
収
集
所
に
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の

　
　
ガ
ス
抜
き
方
法（
注
意
）

①
周
囲
に
火
の
気
が
な
い
こ
と
を
確
認

②
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。

　
着
火
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
吹
き
消
す
。

③
輪
ゴ
ム
や
粘
着
力
の
強
い
テ
ー
プ
で
、

　
押
し
下
げ
た
ま
ま
の
レ
バ
ー
を
固
定

　
す
る
。

④「
シ
ュ
ー
」
と
い
う
音
が
聞
こ
え
れ
ば

　
ガ
ス
が
噴
出
し
て
い
ま
す
（
聞
こ
え

　
な
い
場
合
は
炎
調
整
レ
バ
ー
を
プ
ラ

　
ス
方
向
に
い
っ
ぱ
い
に
動
か
す
）
。

⑤
こ
の
状
態
の
ま
ま
付
近
に
火
の
気
の

　
無
い
風
通
し
の
よ
い
屋
外
に
半
日
か

　
ら
１
日
程
置
い
て
お
く
。

⑥
念
の
た
め
に
着
火
操
作
を
し
て
火
が

　
着
か
な
け
れ
ば
、
ガ
ス
抜
き
は
完
了

　
で
す
。

※
ガ
ス
抜
き
は
、必
ず
火
の
気
の

な
い
屋
外
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

冬
の
火
災
予
防
　！！

　
　
　
　
　
　
使
用
済
み
ラ
イ
タ
ー
の
回
収
に
つ
い
て

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
    内
線
１
７
２

　
平
成
　
年
３
月
　
日
に
発

２３

１１

生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
し
た
屋
根
瓦
・
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
災
害
廃
棄
物

の
回
収
期
間
を
次
の
と
お
り

延
長
い
た
し
ま
す
。

変
更
前

    平
成
　
年
３
月
　
日

２４

３０

変
更
後
　

    平
成
　
年
３
月
　
日

２５

３１

■
対
象
者
　
町
内
在
住
で
東
日
  

　
本
大
震
災
に
よ
り
屋
根
瓦
・
ブ

　
ロ
ッ
ク
塀
の
被
害
に
あ
わ
れ

　
た
か
た

■
品
目
　
屋
根
瓦
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀

■
場
所
　
も
っ
た
い
な
い
東
館

　
　
　
  （
明
和
東
小
学
校
北
側
）

■
日
時
   日
・
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
      午
前
９
時
～
午
後
１
時

※
詳
し
く
は
、
環
境
水
道
課
（
内

線
１
７
２
）
へ

災
害
廃
棄
物
回
収
期

間
延
長
の
お
知
ら
せ

小
型
家
電
製
品
の
収
集
を
行
い
ま
す

　
町
で
は
、
４
月
よ
り
小
型
家
電
製
品

の
収
集
を
行
い
ま
す
。

算
対
象
と
な
る
小
型
家
電
製
品
　
電

話
器
・
掃
除
機
・
電
子
レ
ン
ジ
・
扇

風
機
・
ゲ
ー
ム
機
･
炊
飯
器
・
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
等

算
小
型
家
電
製
品
と
し
て
収
集
で
き

な
い
も
の
　
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
エ

ア
コ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
等

□
収
集
場
所

　
も
っ
た
い
な
い
館
お
よ
び
東
館

□
日
時
　
毎
週
　
日
・
月
・
水
・
金
・

土
曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後
１
時

（
土
曜
日
は
も
っ
た
い
な
い
館
の
み
）

※
詳
し
く
は
、
「
不
燃
物
の
分
別
と
出

し
方
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
小
型
家
電
製
品
以
外
の
粗
大
ご
み

は
、
今
ま
で
同
様
、
毎
月
第
４
日
曜
日

に
リ
ム
ー
ヴ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
珂
（
山

　
・
３
２
１
１
）
に
て
収
集
を
行
い
ま

９１す
。

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
    内
線
１
７
２



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１０）

　２月２５日、園児たちの１年間の成長の様子を

保護者に披露する「生活発表会」がふるさと産

業文化館で開催されました。

　園児３４７人が、遊技や合唱などを元気いっぱ

い披露しました。会場に訪れた保護者は、かわ

いい演技が終わるたびにたくさんの拍手を送っ

ていました。　

成長した姿に保護者感激
こども園生活発表会

　２月１８日、ふるさと産業文化館で、町婦人消

防隊による防災ママさん講習会が開かれました。

　参加した隊員３５人が家庭における火気使用器

具の取り扱いや救命に必要な応急手当、地震対

策などを学びました。

　天ぷら火災に備えて、消火器による消火実習

をした参加者は「万一の時に備えて体験できて

良かった」と話していました。

火事だ！地震だ！その時に
防災ママさん講習会

　２月１４日、ふるさと産業文化館で館林商工高

校の「第１２回課題研究および学習成果発表会」

が行われました。

　同校では、３年生になると課題を設定し、チー

ムで１年間取り組みます。その中で優秀賞に選

ばれた7チームが、生徒や保護者、地域の皆さん

に、映像や製作実演などをまじえて発表しまし

た。

高校３年間の集大成を発表
課題研究および学習成果発表会

歌や踊り春の競演
老人福祉センター芸能発表会

　町社会福祉協議会主催の芸能発表会が２月２３

日老人福祉センターで開催されました。

　各地区老人クラブ会長の推薦を受けた３６組６４

人がエントリーして、自慢の歌や踊りを披露し

合いました。会場は開演１時間前から続々入場

その数２００人を超し満員の盛況でした。

　なかには、ひとり暮らし高齢者の集い「梅のつ

どい」の皆さん２８人も町ボランティアさんから

接待を受け、芸能発表を堪能しながら楽しく歓

談していました。
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（１１）広報めいわ　平成２４年３月１０日

                   坂野 舞さん　　　　　正田芹菜さん

　２月１６日、館林警察署で「善行少年

表彰式」が行われました。

　西小学校の２人（正田芹菜さん・坂野

舞さん）は、倒れている男性を発見し、

近くの薬局に救助を求めたことによって、

救急車で病院に運ばれた男性の命を救う

ことができました。その行いが評価され

表彰されました。東小学校JRC委員会

の４人（新井竜我くん・田部井りお

香さん・田名網祐実さん・竹

澤虹哉さん）は、東日本大震

災支援のため、３月から毎月

１１日を「いちいち募金」の日

として全校生徒に呼びかけ募

金活動をしてきました。また、

ペットボトルキャップを回収

し、その代金を途上国のこど

もたちへワクチン代としてお

くる活動もあわせて評価され

表彰されました。

素早い判断で命のリレー
善行少年表彰式

　２月１８日、役場噴水前で、花いっぱい運動推

進協議会による、花の寄せ植え講習会が開催さ

れました。

　講師の坂村 勲さん指導のもと、デンドロ

ビュームやオンシジュームなど洋ラン５株の寄

せ植えに挑戦しました。参加者は「豪華な洋ラ

ンの寄せ植えが室内に飾れるので嬉しい」と話

していました。

寄せ植えで春を先取り
花の寄せ植え講習会

　２月２日、ふるさと産業文化館で、第１４回明

和町少年立春式が開かれました。

　今年は９２人が自己の行動に責任と自覚を意識

して、成人への扉を開きました。

　２年生代表が「仲間との信頼と協力で公共ルー

ルを学び、希望ある人生を目指したい」と立志の

決意を述べました。

仲間との信頼と協力で希望ある人生を
明和町少年立春式

　　　竹澤虹哉さん　　　　新井竜我さん　　　田部井りお香さん　　田名網祐実さん

２年生代表　藤家 輝さん



（１２）

INFORMATION

（１２）

掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲示示示示示示示示示示示板板板板板板板板板板板
 …問い合わせ先

□申 …申し込み先 
糸…メールアドレス

:…ウェブサイト

問

（１２）

壮
行
金
を
交
付
し
ま
す

　
町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図

る
た
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技

で
県
予
選
大
会
な
ど
を
勝
ち
抜

い
て
関
東
大
会
以
上
に
出
場
す

る
か
た
に
壮
行
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
（
一
人
に
つ
き
年
間
一

度
限
り
）
。

□
目
的
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
や
そ
の
か
た
の
健
闘
を
た

た
え
、
今
後
の
活
躍
を
祈
念

す
る
た
め

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者
の
団
体
ま
た
は
個
人

□
申
込
方
法
   社
会
体
育
館
へ

直
接
申
し
込
む

競
技
優
秀
者
等
を
表
彰
し
ま
す

　
町
体
育
協
会
で
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
図
る
た
め
、
次
の
表
彰

規
程
に
よ
り
該
当
者
を
表
彰
し

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、

社
会
体
育
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
表
彰
を

受
け
る
場
合
は
、
町
体
育
協
会

お
よ
び
加
盟
の
各
種
目
別
競
技

団
体
長
ま
た
は
町
内
の
各
学
校

長
の
推
薦
が
必
要
で
す
。

〔
競
技
優
秀
者
〕

◇
中
学
生
以
下
   県
大
会
で
優

勝
、
県
記
録
を
作
っ
た
、
ま

た
は
関
東
大
会
以
上
に
出
場

し
て
優
秀
な
成
績
（
入
賞
）

を
収
め
た
か
た

◇
高
校
生
以
上
・
一
般
　
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上
に
出
場

し
て
優
秀
な
成
績
（
関
東
大

会
３
位
以
内
、
全
国
大
会
６

位
以
内
）
を
収
め
た
か
た

◇
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団

体
を
個
人
と
み
な
し
ま
す
。

◇
表
彰
該
当
年
度
   そ
の
年
の

４
月
１
日
～
翌
年
３
月
　
日
３１

〔
特
別
賞
〕

◇
世
界
選
手
権
・
ア
ジ
ア
大
会
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日
本

代
表
選
手
と
し
て
参
加
し
た

か
た

◇
表
彰
該
当
年
度
   そ
の
年
の

４
月
１
日
～
翌
年
３
月
　
日
３１

〔
功
労
者
〕

◇
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
特

に
功
績
の
あ
っ
た
か
た

◇
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の

あ
っ
た
か
た

◇
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別

の
功
績
の
あ
っ
た
か
た

◇
い
ず
れ
も
　
歳
以
上
の
か
た

５０

で
す
。

〔
感
謝
状
贈
呈
〕

◇
多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の

た
め
活
躍
さ
れ
、
退
任
す
る

役
員
お
よ
び
理
事

鰹問 
　
社
会
体
育
館
（
山
　
・
４

８４

６
２
６
）

□
日
時
   ３
月
　

日
　
　
午
後

１８

（日）

１
時
　
分
か
ら
上
映

３０

□
上
映
作
品
  「
食
べ
て
、
祈
っ

て
、
恋
を
し
て
」

□
入
場
料
　
無
料

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

鰹問 
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

（
山
　
・
５
５
５
５
）

８４

   群
馬
県
で
は
、
毎
年
５
０
０
人

前
後
の
か
た
が
た
が
自
ら
命
を

絶
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
の
原
因
や

背
景
は
様
々
で
す
が
、
多
く
の
か

た
が
う
つ
病
等
の
こ
こ
ろ
の
病
を

抱
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
疲
れ
て
い
る
の
に
、
２
週

間
以
上
眠
れ
な
い
日
が
あ
る
等
は
、

「
う
つ
」
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
ま
た

は
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

□
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

山
０
５
７
０
・
０
６
４
・
５
５
６

□
開
設
日
時
　
月
～
金
曜
日
（
祝

日
は
除
く
）
、
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

館
林
厚
生
病
院
で
は
、
４
月

よ
り
整
形
外
科
の
常
勤
医
師
が

不
在
と
な
る
た
め
、
診
療
体
制

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

□
外
来
体
制
  火
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
診
療
と
な
り
ま
す
。

□
受
付
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
前
　
時
１１

□
入
院
体
制
　
入
院
に
よ
る
加
療

は
行
い
ま
せ
ん
。

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
診
療

を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
後
も
医

師
確
保
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が

ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

鰹問 
　
館
林
厚
生
病
院
（
山
　
・
７２

３
１
４
０
）

お

知

ら

せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関

す
る
各
種
ご
案
内

３
月
の
映
画
サ
ロ
ン

３
月
は
自
殺
対
策
強

化
月
間
で
す

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

館
林
厚
生
病
院
か
ら
診
療

体
制
変
更
の
お
知
ら
せ

「食べて、祈って、

　　　　恋をして」
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（１３）広報めいわ　平成２４年３月１０日

　
川
俣
地
区
で
は
、
４
月
７
日

　
～
８
日
　
（
午
後
９
時
ま
で
）
、

（土）

（日）

「
灯
籠
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

祭
り
灯
籠
が
旧
宿
場
通
り
沿
い

（
川
俣
事
件
記
念
碑
前
～
利
根

川
堤
）
に
立
ち
並
び
、
宿
場
と
し

て
繁
栄
し
た
当
時
を
醸
し
出
し

ま
す
。
当
時
の
歴
史
に
思
い
を

馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

鰹問 
　
生
涯
学
習
課
（
山
　
・
４

８４

４
９
１
）

□

入

居

資

格
   現

在

住

宅

に

困
っ
て
い
て
、
親
族
と
入
居

す
る
予
定
、
ま
た
は
単
身
の

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
か

た
（
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
）

□
申
込
期
間
　
４
月
１
日
　
～
（日）

　
日
　

１５

（日）

□
入
居
可
能
日
　
７
月
１
日
　（日）

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用

紙
を
郵
送

□
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布

場
所
　
役
場
（
経
済
建
設
課
）
、

県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅

雲
町
）
、
県
土
木
事
務
所

□
そ
の
他
　
入
居
者
は
、
公
開

抽
選
で
選
定
し
ま
す
。

鰹問 
　
県
住
宅
供
給
公
社
（
山
０

２
７
・
２
２
３
・
５
８
１
１

:h
ttp
://w
w
w
.g
u
n
m
a
-jk

k
.o
r.jp
/

）

　
館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
結
成
　
周
年
を
記
念
し

４０

て
、
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶

楽
部
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
収
益
金
は
、
苛
群

馬
県
ア
イ
バ
ン
ク
、
館
林
市
、

館
林
市
学
童
野
球
連
盟
、
多
々

良
沼
周
辺
赤
松
苗
木
植
林
等
へ

寄
附
い
た
し
ま
す
。

□
日
時
   ４
月
　
日
　
　
午
後
３

１４

（土）

時
開
場
、
午
後
３
時
　
分
開
演

３０

□
場
所
　
館
林
文
化
会
館

□
入
場
料
　
指
定
席
２
、
５
０
０

円
　
自
由
席
２
、
０
０
０
円

□
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
館
林

文
化
会
館
（
山
　
・
４
１
１

７４

１
）
、
ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス
（
山
　
・
７３

４
６
６
９
）

鰹問 
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
黒

沢
（
山
　
・
０
７
９
１
）

８８

　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
の
各

種
相
談
（
す
べ
て
予
約
制
）
を
、

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

□
場
所
　
館
林
保
健
福
祉
事
務

所
鰹申 
・
鰹問 
　
館
林
保
健
福
祉
事
務

所
（
山
　
・
３
２
３
０
）

７２

県
営
住
宅
入
居
の
ご

案
内

川
俣
宿
灯
籠
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト

平
成
　
年
度
保
健
福

２４

祉
事
務
所
相
談
日
程

【平成２４年度　相談日程表】

ふれあい相談会

（神経難病生活支援相談会）
精神保健福祉相談

　臨床心理士・保健師の子育て

こころの相談
相談内容

午後１時１５分～３時３０分
第２水曜日

午後３時～５時
第１・３水曜日（原則）

午前９時～正午
第３水曜日

　　　　　　時間　曜日
実施月

１１日４日、　１８日１８日４月

平
成
２４
年

９日９日、　２３日１６日５月

１３日６日、　２０日２０日６月

１１日４日、　１８日１８日７月

１日、　２２日１５日８月

５日、　１９日１９日９月

１０日３日、　１７日１７日１０月

１４日７日、　２１日２１日１１月

１２日５日、　１９日１９日１２月

９日、　２３日１６日１月平
成
２５
年

６日、　２０日２０日２月

１３日６日、　２７日２０日３月

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉
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（１４）

INFORMATION
　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
す
べ
て

２０

６０

の
人
が
加
入
す
る
公
的
年
金
制

度
で
す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）

は
、
就
職
し
た
と
き
や
退
職
し

た
と
き
を
は
じ
め
、
次
の
よ
う

な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
や

学
生
等
）

①
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
た
と
き
　
本
人

の
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事

務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

②
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
本
人

の
収
入
減
等
で
、
第
２
号
被
保

険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と

な
っ
た
と
き
　
配
偶
者
の
勤
務

す
る
事
業
所
へ
提
出
し
ま
す
。

事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け

出
を
し
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公

務
員
等
）

①
退
職
し
た
と
き
　
本
人
が
市

役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し

ま
す
。

②
退
職
し
て
、
第
２
号
被
保
険

者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と

な
っ
た
と
き
　
配
偶
者
の
勤
務

す
る
事
業
所
へ
提
出
し
ま
す
。

事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け

出
を
し
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

①
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
た
と
き
　
本
人

の
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事

務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

②
本
人
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退

職
、
離
婚
等
で
、
配
偶
者
の
扶
養

で
な
く
な
っ
た
と
き
　
本
人
が

市
役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を

し
ま
す
。

　
必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

鰹問 
　
太
田
年
金
事
務
所
（
山
　
・
４９

３
７
１
２
）

　
町
で
は
、
子
ど
も
達
が
放
課

後
に
安
心
し
て
い
ら
れ
る
安
全

な
活
動
拠
点
と
し
て
、
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
教
室
は
４
月
　
日
　

１１

（水）

か
ら
開
始
し
ま
す
。

□
対
象
　
町
内
小
学
校
の
全
児
童

□
曜
日
　
月
・
水
・
金
曜
日

□
時
間
　
▼
４
～
９
月
　
放
課

後
～
午
後
４
時
　
分
　
▼
　

３０

１０

～
３
月
　
放
課
後
～
午
後
４

時
　
分
１５

□
場
所
　
町
内
小
学
校
の
余
裕

教
室

□
内
容
　
読
書
、
学
習
、
ゲ
ー
ム
、

ス
ポ
ー
ツ
等

□

指

導

者
　
学

習

ア

ド

バ

イ

ザ
ー
、
安
全
管
理
員

□
帰
宅
方
法
　
自
主
帰
宅

□
費
用
　
傷
害
保
険
料
（
年
間
８

０
０
円
）
以
外
は
原
則
な
し

□
申
込
期
間
　
３
月
　
日
　
～

２３

（金）

４
月
４
日
　
　

（水）

※
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
参
加

希
望
の
か
た
も
、
再
度
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

鰹申 
　
申
込
書
（
中
央
公
民
館
窓
口

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）
に
、

傷
害
保
険
料
８
０
０
円
を
添

え
て
中
央
公
民
館
へ

鰹問 
　
生
涯
学
習
課
（
山
　
・
４
４

８４

９
１
）

①
サ
ッ
カ
ー
教
室

□
対
象
　
５
歳
～
中
学
生
　

□
日
時
  平
成
　

年
 ４
月
～
平

２４

成
　
年
３
月
の
毎
月
第
１
土

２５
曜
日
、
午
前
９
時
～
午
前
　１１

時

□
場
所
   西
小
学
校
北
校
庭

□
費
用
　
８
０
０
円
（
保
険
代
含
）

②
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

□
対
象
   ５
歳
～
中
学
生

□
定
員
   　
人
２０

□
日
時
   平
成
　

年
４
月
～
平

２４

成
　
年
３
月
の
毎
月
第
４
土

２５
曜
日
、
午
後
４
時
～
午
後
６

時
□
場
所
   中
学
校
体
育
館
武
道
場

□
費
用
   ８
０
０
円
（
保
険
代
含
）

②
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室

□
対
象
   ど
な
た
で
も
可

□
日
時
   平
成
　

年
４
月
～
平

２４

成
　
年
３
月
の
毎
週
木
曜
日
、

２５
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
   中
央
公
民
館

□
費
用
   １
、
０
０
０
円
（
保
険
代
含
）

①
②
③
共
通
事
項

鰹申 
　
直

接
、
 
社

会

体

育

館

へ

（
月
曜
日
を
除
く
）

鰹問 
　
社
会
体
育
館
（
山
　
・
４
６

８４

２
６
）

　
最
近
、
犬
の
飼
育
に
関
す
る

苦
情
が
保
健
所
や
役
場
に
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
鳴

き
声
や
飼
い
主
を
咬
ん
だ
り
指

示
に
従
わ
な
か
っ
た
り
と
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
犬
を
適
正
に
飼
育

出
来
る
よ
う
、
生
後
６
ヶ
月
～

２
才
く
ら
い
の
犬
を
対
象
に
、

し
つ
け
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
講
義
】

□
日
時
　
３
月
　

日
　
　
午
前

２０

（火）

　
時
～
正
午

１０
□
場
所
　
館
林
保
健
福
祉
事
務

所
（
館
林
市
大
街
道
１－

２－

　
）
　
２
階
大
会
議
室

２５
□
費
用
　
無
料

□
定
員
　
　
人
程
度
（
先
着
順
）

１０

【
実
技
】
講
義
を
受
け
た
か
た
か
ら

抽
選
で
の
参
加
と
な
り
ま
す

□
日
時
  ３
月
　

日
　
　
午
前

２４

（土）

　
時
～
正
午

１０
□
場
所
  館
林
保
健
福
祉
事
務

所
　
南
側
駐
車
場

□
費
用
　
２
、
０
０
０
円

（
チ
ェ
ー
ン
カ
ラ
ー
代
）

□

講

師
  群

馬

ド

ッ

グ

セ

ン

タ
ー
所
長
　
須
永
武
博
さ
ん

（
一
等
訓
練
士
・
範
士
）

□
主
催
　
邑
楽
館
林
狂
犬
病
予
防

動
物
愛
護
関
係
連
絡
協
議
会

□
申
込
期
限
  ３
月
　
日
　

１９

（月）

鰹申 
・
鰹問 
　
環
境
水
道
課
（
倡
１
７

２
）

め
い
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

平
成
　
年
度
参
加
者

２４

「
放
課
後
子
ど
も
教

室
」
参
加
者

犬
の
し
つ
け
方
教
室

募

集

し

ま

す

国
民
年
金
・
こ
ん
な
と
き

こ
ん
な
届
け
出
が
必
要
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
資
格
取
得
の
養
成

研
修
を
実
施
し
ま
す
。

□
期
間
   ５
月
～
７
月
（
全
１
３

０
時
間
）

※
全
日
程
受
講
し
な
い
と
資
格
は

取
れ
ま
せ
ん
。

□
申
込
期
間
　
３
月
　
日
　
～
４

１５

（木）

月
　
日
　

２７

（金）

□
対
象
　
明
和
町
在
住
・
在
勤
の

か
た

□
定
員
　
　
人
２０

□
費
用
　
６
万
円
（
母
子
寡
婦
会
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

は
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
）

鰹申 
・
鰹問 
　
社
会
福
祉
協
議
会
（
山

　
・
４
０
１
３
）

８４

【
第
４
回
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
】

優
　
勝
　
　
ト
ヨ
ジ

準
優
勝
　
　
サ
ン
ガ
イ
ア

第
３
位
　
　
ミ
ラ
コ
ス
タ

第
３
位
　
　
フ
ォ
ル
テ

【
第
　
回
町
労
使
教
育
委
員
会

10

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

各
部
門
の
優
勝
者
　

一
般
男
子
の
部
　
小
松
原
義
男

一
般
女
子
の
部
　
坂
村
登
美
江

小
中
学
生
の
部
　
折
原
　
柊
斗

ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
習

会
を
開
催
し
ま
す

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

明

和

短

歌

研

究

会

越
し
ゆ
き
し
 店
子
 が
庭
の
草
取
り
に
使
え
と
た
び
し
鎌
と
砥
石
と

た
 
な
 
こ

広
辞
苑
の
細
字
年
毎
見
え
に
く
く
 詠
草
 一
首

え

い

そ

う

 漸
 く
詠
み
上
ぐ

よ
う
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
原
き
く
の

日
だ
ま
り
の
枯
葉
の
下
に
 蕗
 の
と
う
早
や
黄
み
ど
り
に
ふ
く
ら
み
は
じ
む

ふ

き

節
分
の
豆
ま
く
声
が
 亡
父
 に
よ
く
似
た
る
と
言
い
つ
つ
福
茶
飲
み
合
う

ち

ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
森
　
政
美

閉
店
の
張
り
紙
一
枚
残
し
た
る
在
所
の
ス
ー
パ
ー
移
り
て
不
便

四
十
年
来
の
な
じ
み
の
店
も
な
く
な
り
て
 主
 夫
妻
の
姿
も
見
え
ず

あ
る
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
下
　
一
江

鴨
の
群
泳
ぎ
い
る
が
に
声
の
す
る
川
の
中
州
の
 葦
 の
囲
い
に
　
　
　
　
　

あ

し

ノ
イ
バ
ラ
の
赤
き
実
 賞
 で
る
人
も
な
し
赤
城

め

 颪
 の
吹
く
河
川
敷

お
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
岡
　
正
夫

文芸ま の

備 考
測定値（単位：マイクロシーベルト／ｈ）

所在地測定場所
月日
天候 地表５０ｾﾝﾁ１ﾒーﾄル

校庭・土0.0780.0760.072千津井東小学校

2/ 21

 晴れ

校庭・土0.0820.0820.075川俣西小学校

校庭・土0.0750.0570.064新里中学校

園庭・芝0.1030.0960.087田島こども園

広場・土0.0620.0620.061南大島ふるさとの広場

測定値（ﾍ゙ｸﾚﾙ/ｷﾛｸ゙ﾗﾑ）
原水の種類採水地点採水

月日
放射性セシウム放射性ヨウ素

200300(100)※指標値

不検出不検出地下水上江黒浄水場2/   7

不検出不検出地下水と表流水南大島浄水場2/ 16

不検出不検出地下水大輪浄水場2/ 20

水道水の検査結果

測定値（ﾍ゙ｸﾚﾙ/ｷﾛｸ゙ﾗﾑ）
試料名

採取
月日

放射性セシウム
137

放射性セシウム
134

放射性ヨウ素
131

1215不検出脱水汚泥2/ 20

下水汚泥の検査結果(明和水質浄化センター）

空間放射線量

環境データ

□収入合計　　         

　前回繰越金  　 

　町補助金  　    

　寄附金          

　雑入                                   

         

□支出合計　　　　　 

　舞台費　　　　　　

   音響設備費

　会議費

　通信費　

　消耗品費　       　   

　会場賄い費        　   

　ちびっ子広場設置関係費      

   御輿保険料　           

　御輿修繕料　              

◇次回繰越金    　　　

   　　　（単位：円）

4,024,670
1,024,461
3,000,000

0
209

2,021,930
59,000
112,500
15,120
30,870
63,060
165,540
50,000
25,840

1,500,000
2,002,740

第１３回明和まつり
収入支出決算報告

　明和まつりの収入支出決算書は次の
とおりとなりました。皆さんのご協力

ありがとうございました。

※(　)内は食品衛生法に基づく乳児の飲用に関する暫定的な指標値

ち



（１６）■発行／群馬県明和町役場　〒３７０崖０７９５　群馬県邑楽郡明和町新里２５０番地１　■編集　総務課総務係・ＮＰＯ法人めいわ
始０２７６･８４･３１１１　姉０２７６･８４･３１１４　■URL  http://www.town.meiwa.gunma.jp　■Eメール  kouhou@town.meiwa.gunma.jp

２月の町の事件事故状況

オオイヌノフグリ　（ゴマノハグサ科）

　記　立岡正夫

　ヨーロッパ原産で、明治初期に渡来した帰化植物です。畑や
道端などどこでも普通に見られる越年草で、地面をはって広が
ります。春は花の少ない早春から青紫色のさわやかな花を咲か
せますので、ご存知の方が多いと思います。果実の形が犬の一
物に似ているところからついた名前ですが、ほかにいい名前が
なかったんでしょうかね。　　　　　　　　　　（千津井地内）

【町の無料法律相談】　

□日　時　４月１０日（火） 午前１０時～正午

□場　所　役場委員会室　

□対　象　明和町民　

□担　当　森尻弁護士

□受付期間　４月１日（日）から８日（日）

までに総務課へお申し込みください

※事前の予約が必要です。

【人権・行政・心配ごと相談】

□日　時　４月１６日（月） 午前１０時～

　午後３時

□場　所　役場会議室

【年金相談】　

□日　時　４月１９日（木） 午前９時３０分

～午後３時

□場　所　館林市役所（山７２・４１１１）

※事前の予約が必要です。

【健康相談】

□日　時　４月３日（火） 午前９時３０分～

午前１０時３０分受付

□場　所　保健センター

□対　象　乳幼児・成人

【乳幼児健診】

□日　時　４月１２日（木） 午後１時～

　午後２時受付

□場　所　保健センター

□対　象　２２年４月、２３年４月、

　９月、１２月生

（平成２４年２月１日現在）

　総人口　１１，５４１人　  (　０）

　　男　　　５，７７５人　（－１）
　　女　　　５，７６６人　（＋１）
　世帯数　　３，８５９世帯（－６）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病　……………   ３５件
　　士交通事故　………   　３件
　　士その他　…………   　８件
　　士合計　……………   ４６件 

２月の町の救急車出動回数

纂二重に鍵かけて防犯対策！

纂交差点事故多発！

定期相談・健診

　士出店あらし勝勝勝勝   ２件
　士非侵入窃盗勝勝勝勝   ２件
　士自動車盗　勝勝勝勝   ２件　

　士人身事故……………    ２件
　士物件事故……………  １７件

外科系内　科　系耳鼻科期　日

堀井乳腺外科
（５５）２１００

群馬アレルギー
（８８）５６７８

おぎわら
（小児科のみ）

（６１）１１３３

横田医院
（７２）０２５５

後藤内科医院
（７２）０１３４

板倉耳鼻
（８０）４３３３

３月１８日（日）

田沼整形外科
（８８）９２２３

須田内科医院
（６３）１４１４

星野こども
（小児科のみ）

（７０）７２００

安楽岡医院
（７２）０５７２

－３月２０日（火）

高木整形外科
（６２）６６１１

たなか医院
（６２）２８８１

金丸内科医院
（８８）３２００

横田胃腸科
（７２）４９７０

－３月２５日（日）

井上整形外科
（８２）１１３１

蜂谷病院
（６３）０８８８

長谷川クリニック
（８０）３３１１

橋田内科
（７２）０００１

川田耳鼻
（７２）３３１４

４月１日（日）

ふじの木
（９１）４０７０

福田ペイン
（８４）１２３３

小西医院
（８６）２２６１

館林記念病院
（７２）３１５５

－４月８日（日）

慶友整形外科
（７２）６０００

富士クリニック
（２０）１９７１

竹越医院
（８４）３１３７

吉田内科
（７０）７１１７

川村耳鼻
（７２）１３３７

４月１５日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～午後１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）
（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～午後３時

（平成２４年３月１日現在）

（平成２４年３月１日現在）

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください。

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と植物油インキを使用し作成しています。


